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中
世
源
氏
物
語
享
受
史
の

一
面

『
原
中
最
秘
抄
」
を
中
心
に

田

坂

憲

一

は
じ
め
に

源
光
行

・
親
行

・
聖
覚

(義
行
)

・
行
阿

(知
行
)
と
、
河
内
方
四
代

に
亘

っ

て
作
成

・
継
承

さ
れ
た

『
原
中
最
秘
抄
』
が
、
中
世

に
お
け
る
源
語
享
受
史

を

考

え
る
上

で
極

め
て
重
要
な
資
料

で
あ

る
こ
と

は
、
既

に
考
察
し
た

こ
と
が
あ

注

1

る
。
『
最
秘
抄
』
は
様

々
な
資
料
的
価
値
を
有
す

る
も

の
の
、
そ

の
最
た
る
も
の

は
、
他

の
注
釈
書

に
は
類
例

の
な

い
ほ
ど
多
数

の
有
識

者

の
言
を
記
し
留

め

て

い
る
点

で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
多
く
は
、
同
書

に
よ

っ
て
初

め

て
源
氏
物
語
と

の
関

わ
り
を
知

る
こ
と
が

で
き
る
人
物
な

の
で
あ
る
。

更
に
、

そ
れ
ら
の
人
物

は
、
血
縁

・
姻
戚

・
学
統

の
上

で
相
互

に
関
係
を
有
す

る
も

の
も
多
く
、

い
く

つ
か

の
グ

ル
ー
プ

に
分
類
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

本
稿

で
は
、
こ
の
問
題

に
焦
点
を
絞

り
、
『
最
秘
抄
』
中

に
言
説

の
見
え

る
人

物

に

つ
い
て
考
察
し
、
同
人
及
び
周
辺

の
人
物

の
源
氏
物
語
と

の
関

わ
り
を
併

せ
み

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
源
氏
物
語

に
造
詣

の
深

い
家
系

・
河
内
学
派

の
研
究

人
脈

に

つ
い
て
浮
き
彫
り

に
し
た
い
と
思
う
。

論
述

に
際

し

て
は
、
原

則
と
し
て
最
初

に
系
譜
を
示
し
、
然
る
後

に
具
体

的

に
考
察
す
る
形
式

を
と

る
。
系
譜
中

、
ゴ
シ

ッ
ク
体

で
示
し
た

の
は

『最
秘
抄
』

中

に
登
場

す
る
人
物

で
あ

り
、
傍
線
を
付
し

て
い
る

の
は
本
稿
中

で
、昌
及
す

る

入
物

で
あ
る
。二

北
家
藤
原
氏
摂
家
相
続
孫
・
公
季
流

平
安
最
末
期
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
、
摂
家
相
続
孫
八
世
代

の
う
ち

に
、

十

二
名
も

の
人
物

の
名
を

『
最
秘
抄
」
中

に
見
出
す

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
う

ち
、
基
房

・
師
家

・
兼
実

・
良
経

・
道
家

・
基
家

・
実
経

・
良
基

・
冬

平

の
九

名

は
、
揚
名
介

の
項

に
集
中

し
て
お
り
、

こ
れ
が
松
殿

・
九
条
流
に
伝

え
ら
れ

た
摂
家

の
秘
説

で
も
あ

っ
た

こ
と

が
わ
か
る
。

松
殿
基
房

(
4

R
U

4
1

0Q

1

2
)
師
家

(
皿
-

脚
)
父
子

は
、
『
最
秘
抄
』
中

に
は
、
揚

名
介

の
項
に

の
み
引

用
さ
れ

る
が
、
基
房

の
方
は
書
陵
部
蔵

『
源
氏
秘
義
抄
』

注
2

附
載

の
仮
名
陳
状

(
以
下

『源
氏
絵
陳
状
』
と
略
称

す
る
)

に
よ
れ
ば
、
陳
状

の

一
方

の
発
言
者

で
あ
る
小
宰
相

の
局

は
基

房

の
源
氏
物

語
談
を
聞

い

て
お

り
、

一
家
言

あ

っ
た
人
だ

っ
た
ら
し

い
。
猶
、
『
最
秘
抄
』
若
紫

・
聖
徳
太
子

の

数
珠

の
項

に
、
文
永
年
中

に
そ

の
数
珠
を
実

見
し
た
人
物
と
し

て
、
良
観
上
人

一1
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道
長
⊥

四
代
略
)
i

中心矛

1
基
実

基
通

州 家
実

「「 一
兼
経

基
平
-

家
基

兼
平
ー

基
忠
ー
「
冬
平

「 基
う房
一

師
家

「
道
経
}

道
嗣

「
良
観

道
平

兼
実
-
良
経
暑

日
∵

暫
丁
兼
基
}
道
平
}
良
基

の
名
が
出

て
く

る
。
師
家
弟

に
良
観
僧
正
が

い
る
が
、
年
齢
的

に
少

し
無

理
が

あ

ろ
う
。

九
条
流

は
、
松
殿

・
近
衛
流

に
比
し
、
源
氏
物
語

・
河
内
方

と
の
関
係

は
、

最
も
密
接
な
も

の
が
あ
る
。
後
京
極
良
経

(
0ヲ

RU

ρnU
「

0

1

2
)
の

「
紫
式
部
が
源
氏

(中

注
3

1

1

略
)
身

に
添

へ
ぬ

こ
と
は
な
し
」
と

い
う
発
言

は
有
名

で
あ
る
が
、
『
最
秘
抄
』

完
本
奥
書

に
よ
れ
ば
、
光
行
が

『水

原
抄
』
を
作
成
す

る
際

に
、
「
悉
被
合
力
談

申
」
し
た
と
記
さ
れ
た
四
人

の
人
物
ー

良
経

・
通
光

・
実
定

・
俊
成
ー

の

一
人

で
も
あ
る
。

須
磨

・
屏
風
の
お
も
て
の
項

に
も
、

そ
の
説
が
引
用
さ
れ

て

い
る
。

良
経
男
、
道
家

(
㎜
1

蹴
)
基
家

(
蹴
ー

捌
)

の
兄
弟

は
、
天
福
元
年

に
作
製
さ
れ
た
源
氏
物

語
を
中
心
と
す

る
物
語
絵

の
、
有
力
な
後
援
者

で
あ

っ

た

こ
と
が
報
告
さ
れ

て
畦
ひ
・
道
家
男
、
二
条
良
実

(
農
∪

O

l
i

7

2

2
)

の
説

は
若
菜

上

・
し

ほ
れ
た
る
枝
の
項

に
、
良
実
曽
孫
道
平

(
7

只
り

8
=

3

2

3
)

の
説

は
賢
木

・
宿

直
物

の
袋

の
項

に
見
ら
れ
る
。

二
条
良
基

(
0

00

2
「

8

3

00
)
は

『
最
秘
抄
』
本
文
中

に
二
箇
所
そ

の
名
が
見
え
る
が
、
行
阿

が

『
最
秘
抄
』
を
伝
授
し
た
相
手

で
も

あ

る
。
円
明
寺
殿

一
条
実
経

(00

4

3
-

QQ

O乙

2
)
は
、
『
最
秘
抄
』
中

に
五
箇
所

に
亘

っ

て
そ
の
言

が
記

さ
れ
、
俊
成

・
定
家

・
為

家
な
ど
と

肩
を
並

べ
る
ほ
ど

で
あ

る
。
源
語
享
受
史

の
上

で
は
そ
れ
ほ
ど
注
目

さ
れ

て
き
た
人
物

で
は
な

い
が
、

源
氏
物
語

に
関
し

て
深

い
学
識
を
有

し
、
河
内
方
と
も
緊
密
な
関
係
を
持

っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

近
衛
流

で
は
、
鷹
司
兼
平

(
7

4

0乙うーーー
∩コ

0乙

2
)
兼
平
孫
冬
平

(
蹄
=
㎜
)

の
説
が
、

そ
れ
ぞ
れ

一
箇
所
ず

つ
引
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ

る
が
、
『
光
源
氏
物
語
本

事
』
に

そ
の
名
前
窺

え
る
「春
日
局
藩

も
、
近
衛
家
周
辺
の
人
物
で
あ
ろ
う
と
推

測

さ

れ

て

い

る
。

閑
院
公
季
流

の
人
々
も
、
源
氏
物
語

と
の
関
係
が
深

い
。

三
条
実
行

の
六
代

の
後
胤
、
従

二
位
侍
従
公
世

(
?

=

30
)

の
説
は
、
梅

枝

・
孫
王

の
御

い
ま
し
め
、
若
菜
下

・
こ
か

の
し
ら

べ
の
項

に
見
る

こ
と
が

で

き
、
香
道

・
音
楽

に
堪
能

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
公
世

の
説
は
、
『長

珊
聞

注
7

書
』
所
引

『
雪
月
抄
』

逸
文
中

な
ど
に
も

み
え
る
。

通
季

の
曽
孫
、
西
園
寺

公
経

(
1

4

7
1

4

1

2
)

は
、
西
園
寺
家
中
興
の
人
物

で
あ

る
が
、

そ
の
詠
歌

に
は
源
氏
物
語
を
本
歌
取
り
し
た
も

の
が
あ
る
。

一
条
能
保

女
を
妻
と
し
、
以
降
代

々
鎌
倉
と

の
関
係

は
極
め

て
深
く
、
河
内
守
源
光
行

一

統
と

の
関
係
も
自
ら
生

じ
た
で
あ

ろ
う
。
猶
、
『
最
秘
抄
』
紅
梅

・
皮
笛

の
項

に

見
え
る

「故
今
出
河
入
道
大
臣
家
」

に

つ
い
て
は
、
未

だ
人
物
を
特
定

し
か
ね

一2一



公
季
i

(
二
代
略
)
i
ー

実
季

実
行
ー

公
教

実
国
1

-公
清
-

実
俊
-

公
世

讃
岐
局
t

女
子

後
深
草
院
二
条

通
季

公
通

実
宗

公
経
う

ー

li

実
氏
ー
公
相

実
兼

実
材
卿
母

実
雄

=
公
雄

女
子

な

が
ら
、

そ
の
家
集

『
実
材
卿
母
集
」

か
ら
は
、
源
氏
物
語
を
深
く
愛
好
し

て

い
た
こ
と

が
伺
わ
幅

御
。
西
園
寺
実
氏

(
4

9

∩り
「

盈U

1

0∠醐)

は
、
後
鳥
羽
～
後
嵯
峨
院

注
11

1

1

歌
壇

の
実
力
者

で
あ
る
が
、

こ
か

の
し
ら
べ
の
項

に
そ
の
説
が
見
え
る
。

実
氏

男
公
相

は
、
讃
岐
局

(第
八
節
参
照
)

の
女
と

の
間

に
実
兼
を
儲
け

て
い
る
。

公
経
孫
、
正
二
位
権
中
納
言
小
倉
公
雄

は
、
源
氏
物
語

の
巻
名
を
詠

み
込
ん
だ

注
12

注
13

和
歌
を
作

っ
て
お
り
、

曽
沢
太
吉
氏

に
よ
れ
ば
、
聖
覚

に
よ

つ
て
勧
進

さ
れ
た

親
行
遠
忌

の
際

の
歌
会

で
詠

ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
河
内
方
と
も
近

し
い
人
物

で
あ

っ
た

こ
と

に
な
る
。

徳
大
寺

実
能
周

辺

の
人

々
も
、
源

氏
物
語

や
河
内
方

と
は
深

い
関

係
が

あ

る
。
『
実
能
公
記
」
が

『
最
秘
抄
』
三
日
夜

の
餅

の
項

に
引
用

さ
れ
、
実
能
孫
実

家
は
・
源
氏
物
語
の
巻
名
に
寄
せ
る
歌
を
詠
ん
で
雛

。
後
徳
大
寺
実
定

(㎜

「

191
)

は

、

良
経

ら

と
共
ハ
に

『水

原

抄

』

に
協

力

し

た

と

さ

れ

る
人

物

の

一
人

で
あ

り

、

そ

の
男

左
大

臣

公

継

(
「D

7

7
t

∩乙

1

∩ノ臼
)

は

、

少

女

・
御

と

し

み

の
項

に
自

説

を

述

べ
、

又
、

彼

の
所

持

本

は
、

野

宮

左

大

臣

本

と

し

て
知

ら
れ

て

い

た

よ

注
15

う

で
あ

る
。

3

 

実
能
ー
1

公
能

九
条
道
家

三

北
家
藤
原
氏
師
実
流

女
子

俊
成

実
定
-

公
継

実
家

て
い
る
が
、
同

一
文
脈

に
見

え
る
大
神
式
賢

(
∩/騨

6

7
ー

曳
U

1

2
)
の
年
代
か
ら
考
え

て
、

注
9

1

1

公
経

で
あ
ろ
う
か
。
公
経
と

の
間
に
実
材
卿

を
生

ん
だ
女
性

は
、
白
拍
子
出
身

師
実

流
と
し
て
は
、
花
山
院
入
道
右
大
臣

(忠
経
)
と
、
前
右
府
師
経

公

(大

炊
御

門
)、
、
一人

の
説

が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
項
目
ず

つ
『
最
秘
抄
』
に
見
出

せ
る
が
、

特
に
河
内
方
に
近
し
い
家
系
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
忠
経

(甲

講

は
清

盛
女

を
母
と
し
、
「建
礼
門
院
周
辺

に
お
け
る
源
氏
物
語
関
係
者

の

一
人
」
と

い

う

こ
と
に
な
り
、
師
経

(
ρU

∩コ

8
「

戻U

1

2
)

に
は
、
和
歌

・
文
学

の
世
界

で
目
立

っ
た

業
績

は
な

い
。

師
実
流

で
河
内
方
と
深

い

つ
な
が
り
を
持

つ
の
は
、
飛
鳥
井

・
難
波

の
両
家



師
実
ー
」
家
忠

1

(三
代
略
Y
「
忠

経

i
経

実

ー

会

、代

略

)
…

師

経

「
忠
教

頼
輔

頼

経
1

「
…-

宗

長

ー-

-
宗

教

-ー

-
教

継

…

-
宗

継

ー
ー

宗

緒

一

-
1
1

「

雅

経

教

定

」
「
,雅

有

,
うト
雅

孝

「
基

長

で
あ
る
。

従

三
位
参
議
藤

原
雅
経

(
珊
ー

蹴
)

は
、
飛
鳥
井
家

の
鼻
祖
、
新
占
今
撰
者

の

一
人
、
勅
撰
集

入
集

一
.二
四
首
、
『革
菊
別
記
』
他

の
著
述
が
あ
り
、
和
歌

・

蹴
鞠

の
飛
鳥
井
氏

の
家
学

の
基
礎
を
固

め
た
。
頼
朝

の
知
遇
を
受
け
、
大
江
広

元
女

を
妻

と
し
、
京

・
鎌
倉

の
文
化
交
流

の
橋
渡
し
的
役
割
を

つ
と
め
、
そ

の

意
味

で
も
、

そ
の
後

の
飛
鳥
井
家

の
方
向
を
定
め
た
。
若
菜
上

・
し

ほ
れ
た
る

枝

の
項

で
、
蹴
鞠

に

つ
い
て
自
説
を
述

べ
て
い
る
。
雅
経

二
男
、
正
三
位
左
兵

衛
督
教
定

の
説

は

『最
秘
抄
』
に
は
見

え
な

い
が
、
宗
尊
親
王

に
親

近
し
、
『
源

氏
絵
陳
状
』

に
よ
れ
ば
、
親
王
が
色
紙
形

の
源
氏
絵
を
調
進
さ
せ
た
折

の
、
絵

の
奉
行
人

で
あ

っ
た
。
教
定

の
妻

(雅
有
母
)
は
、
北
条
実
時
女

で
あ
り
、
鎌

倉

・
河
内
方
と

の
関
係

は

一
層
緊
密
な
も

の
と
な

っ
た
。

教
定
男
、
従

二
位
参
議
雅
有

(4
「

0

0'白

q
り
)
が
、
京

・
鎌
倉
を
往
復
し
た
足
跡

は
、

『都

の
別
れ
』
『
春

の
深
山
路
』
等

の
仮
名

日
記
に
よ

っ
て
、
明
確

に
知
る

注

18

こ
と
が

で
き
る
。
母

の
出
自
な
ど
も
あ

っ
て
河
内
方

に
親

し
く
、
『
為
家
書
札
』

に
よ
れ
ば
、
弘
長

三
年

(
二
十
三
歳
)
以
前
に
、

河
内
方

の
源
氏
学

へ
接
近
し

注
P

て
い
る
。
家
集

『隣
女
和
歌
集
』

に
は
、

親
行

へ
揚
名
介

に

つ
い
て
問

い
合
せ

注
20

た
時

の
和
歌

が
残

さ
れ

て
い
る
○
『嵯
峨

の
通

ひ
』
に
よ
れ
ば
、
為
家

・
阿
仏
尼

か
ら
源
氏
物
語

の
講
義
を
受

け
て
お
り
、
河
内
方

・
御

子
左
家

の
両
系
統

の
源

氏

学
を
吸
収

し
て
い
る
。
『
弘
安
源
氏
論
義
』

で
は
、
左
方

の
筆
頭
を

つ
と
あ
、

「
源
氏
物

語
の
ひ
じ
り
」

と
呼
ば
れ
、

当
時

の
第

一
人
者

で
あ

っ
た
。

『
最
秘

抄

』
桐
壼

・
大
蔵
卿
蔵
人

の
項

に
見
え
る
雅
有
説

は
、
『
弘
安
源
氏
論
義
』
か
ら

の
引
用

で
あ
る
。

『
原
中

最
秘
抄
』

に
は
、
明
石

・
少
女

・
夢
浮
橋

の
三
箇
所

に
亘

っ
て
、
基

長
卿
、
基
長
三
品
、

の
名
が
見
え
る
。
雅
有
弟
基
長
は
、
『
尊
卑
分
脈
』

に

「
侍

従

」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
『
公
卿
補
任
』
に
も
そ

の
名

は
見

え
な
い
が
、
上
記
、

飛
鳥
井
家

と
河
内
方

・
源
氏
物
語
と

の
関
係
か
ら
推
し

て
}

同

一
人
物
と

み
て

よ
い

の
で
は
な
い
か
。
基
長
自
身
、
鎌
倉

に
し
ば
し
ば
赴

い
て
い
る
こ
と
も
、

兄
と
共
ハ
に
為
家

の
嵯

峨
山
荘
を
訪

れ

て
い
る

こ
と
も
、
諸

種

の
雅
有

日
記

に

よ

っ
て
知

ら
れ
る
。
『
最
秘
抄
」
し

ほ
れ
た

る
枝

の
項

に
、
雅
経
と
共

に
そ
の
名

の
見
え
る
雅
孝

(
1

3

8
i

【0

0盈

り0
)

は
、

こ
の
基
長

の
実

子

で
あ
る
が
、
男
雅
顕

に
先

立

た
れ
た
雅
有

の
猶
子
と
な

っ
て
い
る
。

難
波
氏

は
、
雅
経

の
兄
宗
長
を
祖
と
し
、

飛
鳥
井
家
同
様
、
代

々
蹴
鞠

の
法

を
伝

え
る
。
前
述
、
し

ほ
れ
た
る
枝

の
項

に
、
難
波
宗
教

・
宗
雄
卿

の
名
が
見

え
、
蹴
鞠

の
折

の
飲
食

の
内
容
、
懸
木

を
植

え
る
方
角
、
鞠
を
花

に
あ

て
て
散

ら
す
か
否

か
な
ど

に

つ
い
て
、
飛
鳥
井

流
と

は
対

立
し

た
見
解
を
取

っ
て
い

る
c
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宗
教

(
20
-

27
?
)

は
、
宗
長
男
、
従

二
位
刑
部
卿
。
宗
雄
卿

の
方

は
、
系

図
類

に
は
該
当

す
る
人
物

は
見

え
な

い
。
宗
教

の
曽
孫

に
、
正
三
位
左
中
将
宗

緒

(
800
-
2

)

が
い
る
が
、
或

い
は
こ
の
人
物

で
あ
ろ
う
か
。
懸
木

の
方
角

に

つ

い
て
対
立
意
見

を
述

べ
て
い
る
飛
鳥
井
雅
孝
よ
り
は
七
歳

の
年
少

で
あ
り
、
世

代
的

に
は
相
応

し
い
。

猶

『最
秘
抄
』
し

ほ
れ

た
る
枝

の
項

で
は
、
同
じ
く
蹴
鞠

の
名
手
と

し
て
し

ら
れ
る
岡
崎

三
位
資
雅

(宇
多
源
氏
、
参
議
有
雅
男
、

20
-

24
以
降
)

の
説
も

見

ら
れ
、

こ
ち
ら

は

『
花
鳥
余
情
』
以
下

の
諸
注
釈
書

に
継
承

さ
れ

て
い
く
。

長
家
ー

四

北
家
藤
原
氏
長
家
流
・
道
綱
流

・
末
茂
流

.
一代
略
ー

俊
成
一
八
条
院
三
条
～

俊
成
卿
女

定
家

為
家

為
氏
ー

為
世

-ー
為
藤

「為教為
相

阿
仏
尼

御
子
左

家

の
人

々
と
源
氏
物

語
と

の
関
係

は
、
今

更
喋

々
す

る
ま

で
も

な

い
。
『
原
中
最
秘
抄
』
に
お

い
て
も
、
俊
成

・
俊
成
卿
女

・
定
家
、
何

れ
も
、
五

～
六
回
と
群
を
抜

い
た
登
場

回
数

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
為
家
以
下

に

つ
い
て
、

簡
単

に
み
て
み
よ
う
。

為
家

(
8

民U

∩刷)
1

7

1

2
)

の
説
は
、
揚
名
介

・
宿
直
物

の
袋

・
薫
衣
香

・
し

ほ
れ
た

る
枝

の
四
箇
所

に
見
え
る
が
、

こ
の
う
ち
最
後

の
蹴
鞠

に
関
す

る
説
を

の
ぞ
け

ば
、
何
れ
も
、
中
世

に
お

い
て
秘
事

・
秘
説
と
さ
れ
た
項
目

で
あ

る
。
中

で
も
、

揚
名
介

に

つ
い
て
は
、
「猶

以
不
許
秘
説
、
是
依
有

口
伝
也
」
と
述

べ
た
と
記
さ

れ
、
秘
説

・
難
義
を
重
視

・
墨
守

し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
、

は

っ
き
り
と
看
取

で
き
る
。

こ
の
為
家

の
姿
勢

が
、
伊
井
春
樹
氏

の
紹
介
さ
れ
た
刈
谷
図
書
館

蔵

注

21

『
和
歌
秘
書

集
」
所
収

「源
氏
秘
繭
和
秘
抄
」
「
源
氏
紫
明
抄
」
等

の
秘
説

が
、

為
家
作
と
仮
託
さ
れ
る
背
景

と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
河
内
方

と
の
関
係

で
い
え
ば
、
光
行
男
孝
行

が
為
家

の
家
司

で
あ

っ
た

こ
と
も
逸
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

「
源
氏
を

ば
、

な

ん
ぎ
も
く

ろ
く
な
ど

ま

で
、

こ
ま
か

に
さ

た
す

べ
き
」

(
『乳

母

の
ふ
み
』
)
と

ま
で
言

っ
た
阿
仏
尼
が
、
源
氏
物

語
に
通
暁

し
て
い
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
河
内
方
と

の
関
係

で
言
え
ば
、
宇
都
宮
歌
壇
系

の
人
物

で
あ
る
西
円
法

師
が
、
阿
仏

尼

の
源
氏

談
義

に
参
加
し

て
い
た

こ
と

(今
川

了
俊

『
二
言
集
』
)
、
夕
顔
巻

の

「
ふ
く

い
と
く
ろ
く
」

の
解
釈

に

つ
い

て
親
行

に
批
判
的

で
あ

っ
た

こ
と

(素
寂

『
紫
明
抄
』
)

な
ど
が
知

ら
れ
る
。

『原
中
最
秘
抄
』

に
は
、
京
極

・
冷
泉
家

の
説
は
見
え
な
い
が
、

.
一条
家

の

為
世

・
為
藤

の
名

は
見
出
す

こ
と
が

で
き
る
。
特

に
、
竹

河

・
後

の
お
ほ
い
ど

の
の
項

で
は

「行
阿
昔
故
民
部
卿
為
藤
家

に
三
代
集
之
秘

説
侍

し
時
、
件
木

の
名

事
令
相
伝

早
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
行
阿
が
二
条
家

に
近

い
立
場

で
あ

っ
た
こ

注
22

と
が
窺

え
る
。
父
聖
覚

に
は
為
氏
と

の
贈
答
歌
が
残

さ
れ

て
お
り
、
行
阿

は
後

醍
醐
天
皇

の
た
あ

に
源
氏
物
語
を
書
写
し

て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
河
内
方

が
、

二
条
家

・
大
覚
寺
統
寄

り
で
あ

っ
た

こ
と
が
看
取

で
き
る
。
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道
綱
ー

(
三
代
略
)
～

季
行
i
「
う重
季
ー

(
三
代
略

)
i

兼
行

…「「
定
能
ー

資
家
ー

資
季

少

女

・
を
し
か
い
も

と
の
項

に
そ
の
名

の
見
え
る
資
季
大
納
言

は
、
道
綱
流

正
二
位
大
納
言

二
条
資
季

(
門'

9

0
1

8

2

2
)

で
あ

る
。
飛
鳥

井
雅
有

は
、
資
季

に
源

1

1

注
23

氏
物

語
の
難
義
を
尋

ね
、
資
季
を

「
当
世

の
有
職
」
と
呼
ん

で
い
る
。
雅
有

の

師

と
目

さ
れ
な
が
ら
も
、
源
語

に
関
す
る
資
季

の
具
体
的
発
言

は
、
右

の

『最

秘
抄
』

の
も
の
の
み
で
あ

る
が
、
今

一
つ
資
季

の
説

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る

も
の
が
存
す

る
。

『花
鳥
余
情
』
梅
枝
巻
、
香
こ

の
御
箱

ど
も

の
項

に
、
二
条
大
納
言
入
道
資
家

の
説

が
、
紅
雪

・
紫
雪

・
横
榔
子

の
薬

の
種
類
や
、
永
久

の
御
調
度

の
例
な
ど

に
言
及

し
な
が
ら
、
か
な
り
詳
し
く
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
資
家

は
資
季

の
父

で

あ
る
が
、
従
三
位
左
中
将

を
最
後

に
出
家

し
て
お
り
、
『花
鳥

余
情
』
の
官
位
表

記
と
矛
盾
す

る
。

一
方
、
資
季
は

『春

の
深
山
路
』

の
中

で
も

「
二
条
大
納
言

入
道
」
と
記

さ
れ

て
い
る
。
又
、
資
季

は
勅
撰
集

に
三
十
七
首
採
ら
れ
た
歌
人

で
あ

り
、
『
弘
安
礼
節
』
『
東
宮
元
服
次

第
』

他
多
数

の
著
述
が
あ
る
が
、
資
家

に
は
目
立

っ
た
仕
事
が
残

っ
て
い
な

い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
右

の

『
花
鳥
余
情
」

の
説

は
、
資
家

の
も
の
で
は
な
く
、
資
季

の
説
と
考

え
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。
猶
、

資
家
と

い
う
表
記
は
、
『
花
鳥
余
情
』

の
初
稿
本

・
再
稿
本

に
共
ハ通
し

て
お
り
、

『
眠
江
入
楚
』
な
ど
も
、

こ
の
形
で
引

用
し
て
い
る
か
ら
、
転
写

の
過
程

で
生

じ
た
も

の
で
は
な
く
、
兼
良

の
誤

記
で
あ

ろ
う
。

資
季

の
祖
父
定
能

の
兄
重
季

の
五
代
目

に
、
従

.
一位
民
部
卿
楊
梅
兼
行

が
い

る
。
『弘
安
源
氏
論
義
」
で
右
方

の
方
人

と
し
て
、
高
倉
範
藤

と
番

わ
さ
れ
て
い

る
。

『眠
江
入
楚
』
箒
木

に
そ

の
説
が
見
え
る
が
、

引
用

で
あ

る
。

末
茂
1

(
七
代
略
)

顕
季

家
保

1
家
成

…
隆

季
「
隆
房
-
隆
衡

顕
輔

-清
輔

顕

昭

う重
家

有
家

隆
親

女
子

『弘
安
源
氏
論
義
』
か
ら
の

人
六
代
略

)1
隆

量

女
子
ー
後
深
草
院
二
条

顕
家
-
顕
氏

西
園
寺
実
氏

女
子

二
条
良
実

頼
輔
ー
基
輔
「
実
賢

重
氏
-

顕
教

顕
名
ー
顕
雄
=

顕
香

松
風

・
小
鳥

つ
け
た
る
荻

の
枝

の
項

に
見

え
る
四
条
大
納
言
隆
親

(蜥
i

論
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以
降
)

は
、
北
家
末
茂
流
。
義
兄
弟

の
西
園
寺
実
氏

・
.
一条

良
実

の
説

も

『
最

秘
抄
』

に
引
用

さ
れ

て
お
り
、
河
内
方
と
は
因
縁
浅

か
ら
ざ
る
人
物

で
あ

る
。

隆
親

の
祖
父
隆
房

は

『
平
家
公
達
草
子
』

の
作
者

に
擬

せ
ら
れ

て
い
る
が
、
建

礼
門
院
所
蔵

の
、
一十
巻
本
源
氏
絵
が
、
鎌
倉
将
軍
家

へ
移

る
際

の
仲
介
を
し
た

注
24

可
能
性

の
あ

る
人
物

の

一
人

で
あ
る
。
隆
親
八
代
の
後
胤
、

四
条
隆
量

は
、
松

注
25

永
本

『
花
鳥
余
情
』

の
書
写
者
と
し

て
著

名

で
あ
り
、
桃
園
文
庫

旧
蔵

『
源
氏
注
26

物
語
人

々
居
所
』

に
は
、
「
放
出
」

に
関
す
る
隆

量
の
説

が
引
用

さ
れ

て
い
る
。

源
語
享
受
史
上
、
看
過

で
き
ぬ

一
族

で
あ
る
。

六
条
藤
家
と
源
氏
物
語
と

の
関
わ
り

に

つ
い
て
は
、
既

に
寺
本
直
彦
氏

の
体

注
27

系
的
な
考
察
が
あ
り
、
そ
れ
に
付

け
加

え
る
も

の
は
殆
ど
な

い
。
『
最
秘
抄
』
に

は
、
清
輔
や
顕
昭

の
名
前
も
見
え
る
が
、
何

れ
も

『
奥
儀
抄
』
や

『
袖
中
抄
』

か
ら

の
引
用

で
あ
る
。

た
だ
、
葵

・
法
界

三
昧
普
賢
大
士

の
項

に
見
え
る
実
賢

僧
正

(
ハhU

∩刷)

7
1

4

1

04
)
が
、

六
条
藤
家

の
流

れ
を
汲

む
人
物

で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た

い
。
河
内
方

の
学

問
は
、
実
証
主
義
、
用
例
主
義
と

い
う
点

で
⊥ハ
条

藤
家

の
学
問
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
何

ら
か
の
影
響
を
受
け

て
い
よ
う
。

『
最
秘
抄
」
若
菜
下

・
椿
餅

の
項

に
は
、
「行
阿
む
か
し
紙
屋
河
三
品
顕
季
卿

に
尋
申
侍
し
か
ば
、
椿

餅
合
薬

の
次
第
被
伝
受
畢
、
其
説

に
云
」
と
し

て
、
顕

季
卿

の
説
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
六
条
藤
家

の
祖
顕
季

で
は
、
時
代
的

に
全
く

合
致
し
な

い
。
行
阿

の
時
代

で
、
三
位

に
h

っ
た
紙
屋
河
家

の
人
物
と
し

て
は
、

顕
教

・
顕
名

・
顕
香
が
お
り
、
彼

ら
の
何

れ
か
の
名
前
が
、
顕
季
と
誤
写
さ
れ

注
28

た

の

で
は

あ

る

ま

い
か

。

五

南
家
藤
原
氏
貞
嗣
流

武
智
麿

巨
勢
麿

貞
嗣

(六
代
略
)

実
範

成
季
ー

永
実

永
範

孝
範

経
範

茂
範

季
綱
ー

友
実

能
兼

範
兼

範
藤

範
季

範
康

清
範

1

1
女
子

範
茂
t

範
継

範
藤

高
階
重
仲
女

実
兼

静

賢
i
女
子
「
実
賢

澄
憲
ー
聖
覚

通
憲

(
信
西
)

成
範
ー
通
成
「

定
長

修
範

i
「
(
三
代
略

)
1
康
能

紀
朝
子
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藤
原
永
範
以
ド
、
直
系
四
代

の
説

が
、
何

れ
も

『原
中
最
秘
抄
』

に
見
え
、

河
内
方
と
は
深

い

つ
な
が
り
を
持

っ
て
い
る
。

永
範

(0乙

0

0
=

8
)
は
、
文
章
博
士

・
式
部
大
輔

・
東
宮
学
士
を
経

て
、
正
三

位
宮
内
卿

に
至

っ
た
。
名

儒

の
誉

れ
高

く
、

一
方

で
は
、
勅
撰
集

に
九
首
入
集

注
29

し
、
清
輔

の
主
催
し
た
和

歌
の
尚
歯
会

の
七
曳

の

一
人

で
あ

る
な
ど
、
和
漢
兼

才

の
人

で
あ

っ
た
。
永
範

の
説

は
、
橋
姫

・
扇

に
て
月
を
招
く
事

の
項

に
見
え

る
。
『
河
海
抄
』

で
は
、
こ
の
部
分
基
長
説

と
な

っ
て
い
る
が
、
既

に
論
じ
た
よ

注
30

う

に
、
永
範
説

と
見
る
の
が
妥
当

で
あ

る
。

藤
原
孝
範

(
8

9e

Pり
「

00

1

2
)

は
、
永
範

の
猶
子
、

四
代

の
中

で
は
彼

一
人
三
位

に

列
せ
ら
れ
ず
、
官
位

の
上

で
は
不
遇

で
あ

っ
た
が
、
学
問
的

に
は
養
父
永
範

を

越
え
、
『
柱
史
抄
』
『
明
文
抄
」
『秀

句
抄
』
等
多
数

の
著
述

が
あ
る
。
周
知

の
如

く
、
源
光
行

の
漢
学

の
師

で
あ
り

『蒙
求
和
歌
』
『百
詠
和
歌
」
に
は
、
践
文

を

寄
せ

て
い
る
。
永
範

以
下

四
代

の
説
が

『
最
秘
抄
』

に
集
中
し

て
み
ら
れ
る
の

は
、
孝
範

と
光
行
と

の
師
弟
関
係

に
起
因
す

る
も

の
で
あ
る
。
又
、
池

田
亀
鑑

注
31

氏

の
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
孝
範

は
定
家
と
も
顕
昭
と
も
交
渉
が
あ
り
、
河
内

学

派

の
学

問
形
成

に
有
形
無
形

の
影
響
を
与
え

て
い
よ
う
。
孝
範

の
説

は
、
紅

葉
賀

・
御
后

葺
葉

の
項

に
見

え
、
他

に

『
河
海
抄
』
賢
木

・
韻
塞

の
注

に

『孝

範
朝
臣

記
』

が
引
用

さ
れ

て
い
る
。

孝
範

は
北
家

の
出

で
、
請
わ
れ

て
永
範

の
猶
子
と
な
り
南

家

の
学

を
継

い
だ

が
、

そ
の
出
自

に

つ
い
て
は
、
『
尊
卑
分
脈
』

に
次

の
二
説

が
あ
る
。

斎
院
次
官

d
冬
嗣
良

仁
1

(四
代
略
τ

忠
頼
盛

仲
「
利
水
差

範

饒
次
官

⑥
真
夏
ー

(三
代
略
)
「
篤
茂
「

(三
代
略
)
1
光
憲
-
盛
仲
ー
俊
長
-
孝
範

利
永
と
俊
長

は
、
恐
ら
く
同

一
人
物

の
異
伝

と
思
わ
れ

る
か

ら
、
系
図

の
混
乱

は
、
盛
仲
辺
り
に
遡
る
と
思

わ
れ

る
。
今

日
で
も
、
④
説

(『
源
氏
物
語
大
成
』
、

岩

波

『
古
典
文
学
大
辞
典
』
)
、
⑥
説

(
『
醜
酬
嫁
源
氏
物
語
開
題
』
)
と
、
両
説

が

存

し
、
結
論
を
見

て
い
な

い
。
あ
え

て
推
測
す
れ
ば
、

真
夏
流

で
は
、
篤
茂
を

中
心

に
光
憲

ま
で
、
七
代

で
六
人

の
文
章
博
士
を
輩
出

し

て
い
る
の
に
対
し
、

良
仁
流

に
は
そ
の
よ
う
な
人
物

は
見
出
せ
ず
、
㈲
説

の
可
能
性

が
強

い
の
で
は

な
い
か
と
思

わ
れ

る
。

経
範

(
9

7

8
ー

「0

1

2
)
茂
範

(
鰯
「

謝
)
も
、
共
ハに
永
範

・
孝
範

に
匹
敵
す

る
名

儒

で
あ

る
が
、

そ
れ

ぞ
れ

『
最
秘
抄
』

に

一
項

目
ず

つ
そ
の
説

が
見
え

る
の
み

で
、
他

に
源
氏
物
語
と

の
関
わ
り
は
拾

い
え
な
い
。

一
代

の
碩
学

・
蔵
書
家

で
、

保
元

・
平
治

の
乱

を
惹
起

し
た
、
藤
原

通
憲

(信
西
入
道
)

の
周
辺

に
も
、
源
氏
物
語
と
関
わ
り
の
深

い
人
物
が
輩
出
し

て

い
る
。
通
憲
自
身
と
し

て
は
、
揚
名
介

の
問
題

に

つ
い
て

一
家
言
持

っ
て
い
た

こ
と

注
32

が
、
略
本
系

『
最
秘
抄
』
か
ら
知
ら
れ
る
。
高
階
重
仲
女
腹

の
男
澄
憲
は

『
源

氏

一
品
経
表
白
』

の
、
澄
憲
男
聖
覚

は
仮
名
文

『源
氏
表
白
』

の
、
そ
れ
ぞ
れ

注
認

作
者

で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

既
述

の
実
賢
僧
正

は
、
重
仲
女
腹
男

静
賢

の
孫

で
も
あ
る
。
通
憲

の
も
う

一
入

の
妻

は
、
後
白
河
院
乳
母

の
紀
二
位

朝
子

で
あ

る
が
、
朝
子
は
又
、
二
十
巻
本
源
氏
絵

の
作
者

の

一
人

で
あ
る
可
能

性
が
強

い
。
朝
子
所
生

の
修
範
か
ら
五
代
目

に
当

る
康
能

(

5

?

ー
29
)
は
、
『
弘

安
源
氏
論
義
』

で
は
右
方
々
人
筆
頭

と
し
て
、
勝

二

・
持
.
一
の
成
績
を
修
め

て

お
り
、
同
書

の
中

で

「
あ
や
し
く
源
氏

に
た

へ
な
り
け
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

大
蔵
卿

の
蔵
人

に

つ
い
て
の
雅
有
と

の
や
り
と
り

は

『
最
秘
抄
』

に
再
録

さ
れ

て
い
る
。

さ

て

『
最
秘
抄
」
紅
梅

・
皮
笛

の
項

に

「年
少
人
所
吹
之
笛
転

鞭
脹
説
」
と
記

さ
れ
る
、
定
長
朝

臣
な

る
人
物

に

つ
い
て

一
考
し

て
お
き
た

い
。
『尊
卑
分
豚
』
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等

で
検
索

し
う
る
定
長
な

る
人
物
は
十
数
名

に
上
る
が
、

そ
の
う
ち
、
時
代
的

に
も
著
し

く
不
相
応

で
な
く
、
何
ら
か

の
文
学
的
事
蹟

が
知

ら
れ
る
の
は
、
次

の
二
名

で
あ
る
。

0
藤
原
定
長

(
9

5

4
-

9
)

右
中
弁
光
房
男
、
吉
田
経
房

弟
、
藤
原
宣
孝
七
代

の
後
胤
。
参
議
、
正
三
位
。
『
千
載
集
」

に
二
首
入
集
。

○
藤
原
定
長

(?

ー

?
)

侍
従

通
成
男
、
権
中
納
言
成
範
孫
、
信
西

の
曽

孫
。
刑
部
権
少
輔
。
『
風
雅
集
』

に

一
首

入
集
。

他

に
、
寂
蓮

の
俗
名
も
藤
原
定
長

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
除
外
し

て
よ
か

ろ
う
。

前
者

の
光
房
男

の
定

長

で
あ
る
が
、
弟

の
藤
原
光
長
は
、
『桐
壷
愚
抄
』
執
柄
本

注
鍛

奥
書

に
よ
れ
ば
、
源
氏
物

語

に
関
す
る
著
述

に
関

わ

っ
て
い
た

よ
う

で
、
源
語

と

の
関
わ
り
も
浅
か
ら
ぬ
も

の
が
あ
る
。
但

し
、
世
代
的

に
は
河
内
方

の
始
祖

光
行
よ
り
も

一
世
代
前

の
人
物

で
あ
り
、
『最
秘
抄
』
に
そ
の
説
が
取
ら
れ
る

こ

と
は
不
可
能

で
は
な
い
が
、
蓋
然
性

は
少
な

い
。
『
最
秘
抄
』
が

「
定
長
朝
臣
」

注
35

と
記
し

て
い
る

こ
と
も
、

参
議
正

三
位

の
定
長
と

は
矛
盾
す

る
。
そ

こ
で
、
消

去
法

で
、
後
者
、
通
成
男
定
長

が
浮
上

し
て
く
る
。
通
憲
周
辺
と
源
氏
物
語
と

の
関
わ
り

の
深
さ
か
ら
、

今
は
こ
の
人
物

と
仮
定
し

て
お
き
た

い
。

猶
、
通
憲

の
従
兄
弟
範
茂

の
孫

に
高
倉
範
藤
が
お
り
、
『
弘
安
源
氏
論
義
』
右

方

の
方
人
と
し

て
楊

梅
兼
行

と
番

わ
さ
れ
て
い
る
。
範
藤
と
同
世
代

の
清
範
女

注
36

は
、
親
行
か
ら
河
内
本
証
本

の
夢
浮
橋

の
書

写
を
依
頼

さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。

六

村
上
源
氏

村
上
源
氏
と
源
氏
物
語
と
の
関
わ
り
は
、
源
俊
房
や
従

一
位
麗
子
の
所
持
本

は
平
安
時
代
の
代
表
的
善
本
で
あ
り
、
河
内
本
を
整
定
す
る
際
の
基
本
資
料
と

注
37

な

っ
た

こ
と
、
顕
房
五
代

の
後
胤
能
海
法
師

(菅
原
氏

の
項
参
照
)
は
、
『
最
秘

抄
』

に
そ

の
名
が
見
え
る
な
ど
、
極
め

て
緊
密
な
も

の
が
あ
る
,

通
親
流

の
人

々
に
絞

っ
て
考

え
て
み
た
い
。

具
平
親
王

通
親

-源

師
房

俊
房

顕
房

麗
子

こ

こ

で

は

、

雅
実

雅
定

雅
通

(
三
代
略
)

能
海

通
具
ー

具
実

基
旦
↑
i
-
具
俊

通
光
i

-
雅
忠

雅
顕

後
深
草
院
二
条

-定
通
ー

顕
定

定
実

通
方

通
氏

具
氏

具
顕

女
子

(春

日
)

具
親

基
時

9



土
御
門
内
大
臣
通
親

は
、
そ

の
政
治
家
と
し

て
の
行
動
、
歌
人

・
文
人
と
し

て
の
側
面
、
共
ハ
に
極
め

て
魅
力
的
な
も

の
が
あ
り
、
早

く
よ
り
論
じ
ら
れ

る
こ

注
38

と
も
多

か

似
た
。

そ
の
著

『
高
倉
院
厳
島
御
幸

記
』

『高
倉
院
升
退
記
』

に
は
、

注
39

源
氏
物
語

の
影
響
が
み
ら
れ
、
『
新
占
今
』
所
収
歌

や

『
千
五
百
番
歌
合
』
所
収

歌

に
は
、
源
氏
物
語
歌

の
本
歌
取
り
が
あ
る

こ
と
が
知

ら
れ

て
い
る
。

通
親
次
男
、
堀
河
大
納
言
通
具

(
1

【'

7
「

2

1

∩乙
)

は
、
新
古
今
撰
者
、
俊
成
卿
女

の
夫
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
歌
人
と
し

て
の
評
価

は
、

そ
れ

ほ
ど
高
く
な

い
。

俊
成
卿
女
同
様
、
源
氏
物
語

に
依

拠
し
た
和
歌

を
詠

ん
で
い
る
こ
と
は
既

に
報

注
40

告

が
あ
り
、
『
最
秘
抄
』

に
は
、
揚

名
介

・
皮
笛

の
二
項

に
自
説
が
見
ら
れ
る
。

通
具
か
ら
数
え

て
五
代
目

に
当

る
具
親

・
基
時

の
兄
弟
も
源
語
享
受
史

の
上

で
は
逸
す
る

こ
と

の
で
き
な
い
人
物

で
あ
る
。

ま
ず
、
従

一
位
内
大
臣
具
親

で

あ

る
が
、
今
川
了
俊

の

『
源
氏
六
帖
抄
』

に
よ
れ
ば
、
延
元

・
康
永
年
間

に
、

注

41

自
己

の
所
持
本
と
青
表
紙
原
本

を
対
校

さ
せ
て
い
る
。
完
本

に
近

い
青
表
紙
原

本

の
最
後

の
目
撃
者

と

で
も
い
え
よ
う
か
。
弟

の
正

四
位
下
右
中
将
基
時

は
、

『
新
後
拾
遺
集
』
に
二
首
採
ら
れ

た
勅
撰
歌
人

で
あ
り
、
『
最
秘
抄
』
宿
直

物

の

袋

の
項

に
は
、
貞

治
二
年

五
月

二
日
の
日
付
を
伴

っ
て
、
彼

の
説
が
か
な
り
具

体
的

に
記
さ
れ

て
い
る
。
『原
中
最
秘
抄
』
の
増
補
作
業

の
最
終
段
階

に
属
す
る

注
42

も

の
と
し

て
注
目

さ
れ
る
。

通
親

三
男

、
後
久
我
太
政
大
臣
通
光

(
7

8

8
「

4

1

∩7一)
は
、
通
親

流

の
人
物

の
中

で
も
、
特

に
河
内
方
と

の
関
係
が
深

い
。
良
経

・
実
定

・
俊
成

と
共

に

『水
原

抄
』

に

「合
力
」

し
た
人
物

で
あ

る
が
、
四
人

の
中

で
は
最
も
若

く
、
光
行

・

親
行

が

『水
原
抄
』

の
作
業

に
従
事
し
た
時
期
と
、
彼

の
生
涯

は
完
全

に
重
な

り
、
唯

一
の
実
質
的
な
協
力
者

で
あ

っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
天
福
元
年

の
物
語

絵
作

製

の
後
援

者

の

}
人

で
あ

り
、
物

語
月
並

絵
詞

の
書

写
も
担
当

し

て
い

る
。
通
光

の
孫
女
、
後
深
草
院
二
条

の
手
に
な
る

『と

は
ず
が

た
り
』

の
随
所

に
源
氏
物
語
の
影
響

の
あ
る
こ
と
は
、
今
更
言
を
侯
た
な
い
。

通
親
四
男
定
通

の
孫
、
堀

河
相
国
定
実

(
1

疏り

4
「

0

り4

黛
U)
は
、
『
最
秘
抄
』
絵
合

・

御
ぐ
し

の
筥

の
項

に
、

そ
の
説

が
見
え
る
。

通
親
五
男
、
土
御
門
大
納
言
通
方

は
、
前
記
天
福
元
年

の
物

語
絵

で
は
、
更

級
日
記

の
抜
書
を
担
当

し
て
い
る
。
通
方

の
孫
、
従
二
位
参
議
具
氏

は
、
『
光
源

氏
物

語
本
事
』

に
よ
れ
ば
、
源
氏
物
語

の

「
譜
」

に

つ
い
て
、
家
良

・
知
家

・

光
俊

ら
と
並

ん
で
意
見
を
求
め
ら
れ
、
目
録
説
を
述

べ
て
お
り
、
斯
道

の
権
威

と
目
さ
れ

て
い
た
ら
し

い
。
猶
、
『光
源
氏
物
語
本
事
』
に
そ
の
名

の
見

え
る
春

注

43

日
局
樋
賄
に

つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
も

の
の
未
だ
確
定

を
見

て
い
な
い
○
具
氏

の

姉
妹

に
、
後
嵯
峨
院

に
仕
え
た
春
日
な
る
女
性
が
お
り
、
近
衛

と
の
関
連

は
不

明

で
あ
る
も

の
の
、

こ
れ
も
候
補
者
と
し

て
加
え

て
お
く
べ
き

で
あ

ろ
う
。
具

氏
男
、
左
中
将
具
顕

は
、
二
十
代

で
早
逝
し
た
が
、
『
弘
安
源
氏
論
義
』
左
方

々

人

と
し

て
、
藤
原
為
方
と
番
え
ら
れ

て
い
る
。

『論
義
』

の
筆
録
者

で
も
あ

る
。

菅
原
孝
標

七

菅
原
氏

・
中
原
氏

・
清
原
氏

・
賀
茂
氏

定
義

-
女

H
是
綱
ー

(二
代
略
)
ー

為
長
ー

公
良

在
良
1

(二
代
略
)
-

女
子一 「

頼
房
-

能
海

源
兼
忠
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正

二

位

参

議

菅

原
為

長

(
00

ρ0

5
ー

」4

1

0ノ臼)

は
、

菅

家

歴

代

の
中

で
も

特

に
鴻
儒

の

誉

れ

が

高

く
、

有

職

・
和

歌

・
書

に
も

長

じ

て

い
た

。

そ

の
多
方

面

に

亘

る
活

注
44

躍
は
、
既

に
先
学

の
縷
述
す
る
と

こ
ろ

で
あ
る
。
『
原
中
最
秘
抄
』
で
は
四
箇
所

に
亘

っ
て
彼

の
説
を
引

い
て
い
る
が
、

こ
れ

は
、
俊
成

・
定
家

・

一
条
実
経

ら

と
肩
を
並

べ
る
数

で
あ

る
。
為
長

の
説
が

こ
の
よ
う
に
多

く
引
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
藤
原
孝
範
、
藤
原
定
家
を
媒
介
と
し

て
考
え
る
と
わ
か
り
や
す

い
。
即

ち
、
為
長

は
孝
範

の
父
永
範

の
弟
子

で
あ
り
、
孝
範

と
は
同
年
、
又
、
定
家
と

も
親
交

が
あ

っ
た
。
為
長

の
勅
撰
集
入
集
歌

の
大
部
分

が
大
嘗
会

の
際

に
詠
進

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
は
、
永
範
と
全
く
同
じ

で
あ
り
、
孝
範

が
順
徳
院

の
た

め

『明
文
抄
」
を
編
纂
す
れ
ば
、
為
長
は
九
条
良
輔

の
た
め
、
同
じ
く
金
言
佳

句
集

で
あ

る

『
管
叢
抄
』
を
撰
述
し

て
い
る
な
ど
、
様

々
な
点

で
共
通
項
が
存

す

る
。
永
範

・
孝
範
、
光
行

・
親
行
、
為

長
、
定
家

は
、
相
互

に
影
響
を
与
え

て
い
た
で
あ

ろ
う
。

為
長
男
公
良

の
説

は
、
『
紫
明
抄

』
夕
顔

・
き
り
か
け
だ

つ
も

の
の
項

に
み
ら

れ
る
。
そ

こ
で
は
、
「
菅

三
品
云
、
公
良
が
ほ
か
は
き

り
か

け
た

つ
物
と

い
ふ
事

し
れ
る
人
な
し
、

と
な

ん
申

さ
れ
け
る
と
そ
」

と
記
さ
れ

て
い
る
が
、

『
仙
源

抄
』
で
は
、
こ
の
部
分
を
略
述
し
た
後
、
「
水
原
云
、
あ
な
が
ち
秘
事

に
あ
ら
ず
、

し
と
み
と

い
ふ
物
也
」
と
述

べ
て
い
る
。
公
良
は
河
内
方

の
中

で
も
素
寂

に
近

く
、
『
水
原
抄
」

(
こ
の
部
分
は
親
行

の
手

に
な
る
か
)

は
、

そ
れ

に
反
撰
し

て

い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

『最
秘
抄
」
若
紫

・
金
剛
子

の
数
珠

の
項

に
見
え
る
能
海
法
印

は
、
『
新
後
撰

集
』
『
玉
葉
集
」
に

一
首
ず

つ
採
ら
れ
た
勅
撰
歌
人

で
あ
り
、
父
方

の
祖
母
が
菅

原
氏

の
人

で
あ

る
。

中
原
師
遠

州

師
清
ー

師
直
-

師
方
ー

師
朝

師
元
ー

師
尚

師
細

讃
岐
局

師
季
ー

「
師
光

師
重
-

師
兼
ー

!
師

顕

『
原
中
最
秘
抄
』
濡
標

・
童
随
身

の
項

に
は

『
師
光
朝
臣
記
』
が
引

用
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
は

『長
寛
勘
文
』
を
勘
申
し
た
正
四
位
下
大
外
記
中
原
師
光

(4

rO

O
-

6

2

2
)

の
日
記

で
あ
る
。
師
光
甥

の
師
顕

(師
光
は
師
重

の
実

子

で
あ
り

師
季

の
猶
子
と
な

っ
た
)
の
説
も
、
宿
木

・
浅
香

の
を
し
き

の
項
に
見

ら
れ
る
。

猶
、
次
節

で
述

べ
る
讃
岐
局

は
、
同
族

の
中
原
師
朝

の
妻
と
な

っ
て
い
る
。

清
原
頼
業
「
仲
隆
「
教
隆

絵
合

・
薫
衣
香
、
少
女

・
を

し
か

い
も
と

の
あ
る
じ

の
項

に
見
え
る
教
隆
卿

は
、
清
原
頼
業

の
孫
。
教
隆

(
9

5

9
1

ρhU

1

2
)

に

つ
い
て
は
、
山
岸

徳
平
氏

の
詳

し

注
45

1

1

い
考

察
が
あ
る
。
宗
尊
親
王

に
従

っ
て
鎌
倉

に
下
り
、
北
条
実
時

の
蒐
書

に
も

協
力
し
た
。

源
親
行

と
極
め

て
近
し

い
人
物

で
あ
る
。
源
氏
物

語
に
関
す

る
教

隆

の
説
は
、

『最
秘
抄
』
以
外

に
、
『
異
本
紫
明
抄
』
『
仙
源
抄
』

に
見

ら
れ
る
。

教

隆

に
関
連

し
て
、
『最
秘
抄
』
に
見
え

る
幕
府
周
辺

の
人
物

を
あ
げ

て
お
く

と
、
後
藤
基

政
、
加
賀
大
僧
正
定
清
が
あ

る
。
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藤
原
魚
名
l

I
「
「
ーr

(十
六
代
略
)

基

綱
う

定
清

基
政

定
清

の
説
は
賢
木

に
、
基
政

の
説

は
橋
姫

に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
項

ず

つ
見
え
る
。

注
46

基
綱

・
基
政

父
子
は
歌
人

と
し
て
の
活
動
も
多
く
、
源
氏
物
語

に

つ
い
て

一
家

信
持

っ
て
い
た
こ
と
も
想
像
し
う

る
が
、
定
清

の
和
歌

・
文

学
と
の
関

わ
り
に

つ
い
て
は
未
詳

で
あ

る
。

賀
茂
保
憲
ー

(五
代
略
)
「
在
憲
「

(九
代
略
)
ー
在
基

藤
裏
葉

・
四
月

つ
い
た
ち

の
項

に
そ

の
名

の
見
え
る
賀
茂
在
憲
朝
臣

は
、
陰

陽
頭

・
内
蔵
助

で
、
賀
茂
保
憲

の
六
代

の
後
胤

で
あ
る
。
在
憲
自
身

の
源
氏
物

語

と
の
関
係

に

つ
い
て
は
、
他

に
知
る
手

掛
り
を
見
出

し
え
な
い
、
但
し
、
直

系

の
十
代
目

に
当
る
賀
茂
在
基
は

『
源
氏
物

語
人

々
居
所
』

の
南

の
寝
殿

の
項

に
説
が
見
え
、

『
仙
源
抄
』

に
は
賀
茂
氏

が

「
な
か
神
」

に

つ
い
て
長
神
説
を

取

っ
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
、

必
ず

し
も
源
氏
物

語
と
無
縁

の

一
族

で
は
な

い
。
猶
、
在
憲
は
、
類
従
本

『諸
道
勘
文
』

に
保
延
六
年

の
勘
申
文
が
残
さ
れ

て
お
り
、
源
光
行
よ
り

一
世

代
前

の
人
物

で
あ

る
。

八

音
楽
関
係
の
人
物

紅

梅

・
皮
笛

の
項

に
そ
の
名

の
見

え
る
大
神
式
賢

(
2

nhU

7
「

3

1

2
)

は
、

『龍
鳴

抄
』
『龍
笛
譜
』
の
著

者
で
堀
河

・
鳥
羽
帝

の
笛

の
師

で
あ

っ
た
山
井
基
政

の
曽

大
神
晴
遠

-惟
遠

惟
季

基
政

一

-丁
基
賢

女
子

藤
原
伊
行

宗

賢

リ

景
賢

式
賢

建
礼
門
院
右
京
大
夫

注
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孫
、
右
近
将
監
宗
賢
男
。
大
神
氏

は
代

々
笛
を
主
業
と
し
、
式
賢
も

「
笛

↓
者
」

で
あ

っ
た
。
皮
笛

の
考
証
と

い
う
点

で
は
、
最
適

の
人
物

で
あ

る
。
式
賢

は
又
、

定
家

・
家
隆

と
交
友

が
あ
り
、
貞
応
元
年
七
月

に
は
石
清
水
八
幡
宮

で
歌
会

を

注
48

催
す
な
ど
、
和
歌

と
の

つ
な

が
り
も
深

い
。

中
原
頼
盛
ー
有
安
「
景
安
「
光
氏

藤
裏
葉

・
し
ら

つ
る
は
み
の
項

で
舞

の
切
柴
曲

の
例
を
引

き
、
若
菜
下

・
こ

か
の
し
ら

べ
の
項

で
も
自
説
を
述

べ
て
い
る
伶
人
光
氏

は
、
九
条
兼
実

・
鴨
長

注
49

明

の
琵
琶

の
師

で
あ

っ
た
楽
所
預
中
原
有
安

の
孫
。
父
の
景
安

は

『
楽
所
補
任
』

嘉
禄
元
年

の
項

に

「
下
向
関
東
、
為
鎌

倉

一
者
」

と
記
さ
れ
、
光
氏
自
身
も
鶴

注
50

岡
八
幡
宮

の
弁
財
天
を
文
永
三
年

に
建
立

し
て
お
り
、
鎌
倉
と

は
深

い
関
係
が

あ

っ
た
。
河
内
方
と

の

つ
な
が
り
も
自

ら
生

じ
た
で
あ

ろ
う
。
続
類
従
本

『
狛

一12う



氏
系
図
』

に
よ
れ
ば
、
天
福
元
年

に
狛

近
真

の
猶

子
と
な

っ
て
い
る
。
光
氏
と

注

51

い
う
名
前
も
そ

の
こ
と
と
関

係
が
あ
ろ
う
。

中
原
師
朝
近
衛
道
嗣

藤
原
孝
博

孝
定

孝
道

一1

 

女
子

讃
岐
局

[「 道
平

　
尾
張
内
侍

今
出
河
公
相

女
子

実
兼

孝
時
ー

女
子
ー

女
子

∵

孝
行

堀
河
具
氏

具
顕

若
菜
下

・
こ
か

の
し
ら

べ
の
項

に
そ
の
名

の
見
え

る
孝
行

は
、
『
知
国
秘
抄
』

注

52

『
木
師
抄
』
の
著
者

の
楽

所
預
藤
原
孝
道

の
二
男
。

一
時
、
『
最
秘
抄
』
に
見
え

る
孝
行
が
、
源
光
行
男

・
親
行
弟

の
孝
行

で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
、
孝
行

11

注

53

注
54

素
寂
説
も
出

さ
れ
る
に
至

っ
た
が
、
今

日
で
は
否
定
さ
れ

て
い
る
。
藤

原
孝
行

(
後
、
孝
経

と
改
名
)

の
源
氏
物
語

に
関
す
る
言
説
は

『
河
海
抄
』
東
屋

・
万

秋
楽

の
項

に
も
見
え

る
。
孝
道

・
孝
行
父
子
が
鎌
倉

に
下
向

し
た
時

の
様
子

は

『文
机
談
』

に
詳
し
く
、

こ
の
時
、
源
親

行
ら
と
も
接
触

が
あ

っ
た
だ

ろ
う
。

さ
て
、

こ
の
藤
原
孝
行

に

つ
い
て
見

の
が
す
こ
と
が

で
き
な

い
の
は
、

そ
の

周
辺

に
、
源
氏
物
語
と
関
わ
り
深
い
近
衛

・
西
園
寺

・
中
原

・
堀
河
氏

の
人
物

の
姿

が
見
え
隠
れ
す
る

こ
と

で
あ
る
。
既

に
岩
佐
美
代
子
氏
ら

に
よ

っ
て
中
世

注
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の
音
楽
関
係
資
料

は
和

歌
研
究

に
援
用

さ
れ

て
い
る
が
、
源
氏
物
語
享
受
史

に

つ
い
て
も
同
様

の
こ
と
が
可
能

で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
讃
岐
局

に

つ
い

て
少

し

く
み

て
み
た

い
。

『光

源
氏

物
語
本
事
』

の
末
尾
近
く

に
、
次

の
よ
う
な
文
章

が
あ
る

関
東
城
介
平
嶋
入
道

を
も
ち

て
春

日
局
髄
購
官
女

慧
融
欄
人
の
た
よ
り

に
て

被
送
状
之

源
氏
抄
事
た
び
く

申
候
に
な
に
と
も
う
け
給
ら
ず
心
も
と

な
き
や
う
に
候

(中
略
)

か
す

が
ど
の
、
御

つ
ぼ
ね

へ

や
す
も
り

(下
略
)

右

の
文
章

は
、
源
氏
物
語

に
関
す
る
京
都

と
鎌
倉

の
具
体
的
接
触
を
示
す
、
興

味
深

い
資
料

で
あ

る
。
安
達
泰
盛
が
春

日
局

の
許

へ
、

そ
の
官
女

の
讃
岐
局

の注
56

縁
故

に
よ

っ
て
、

源
氏
抄
を

借
覧
す

る
よ
う

に
頼

み
入
れ

た
依

頼
状

で
あ
る

が
、
京
都
方

の
人
物

で
あ
る
春
日
局

・
讃
岐
局

に

つ
い
て
は
、
従
来
は
未
詳

の

ま

ま
残

さ
れ

て
い
る
。
同
資
料

の
発
見
者

で
あ

る
今
井
源
衛
先
生
は
、
西
園
寺

実
兼
女

の

「
讃
岐
二
位
殿
」

を
あ
げ

つ
つ
猶
不
明
と
し
、
福
田
秀

一
氏
は
、
金

沢
文
庫
古
文
書

(新
輯

六
「

四
七
〇

四
)

に
見
え
る

「
さ
ぬ
き

の

つ
ぼ
ね
」

と
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注
57

同

一
人
物

で
は
な
い
か
と

さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
出
自
な
ど
は
未
詳

で
あ
る
。

こ
の

『
光
源
氏
物
語
本
事
』

に
見
え

る

「
讃
岐
局
」

こ
そ
、
前
掲
系

図

に
示

し

た
藤
原
孝
道
女
、
孝
行
姉

の
讃
岐
局

で
あ

ろ
う
。
そ

の
理
由

の

一
と
し

て
、

藤
原
孝
道

(
燭
頃
「

蜥
)

の
娘
な
ら
ば
、
安
達
泰
盛

(?

ー

脇
)
と
年
代
的

に

合
致
す

る
こ
と
。

そ
の
二
と
し

て
、
周
辺

に
源
語
享
受
史

に
関
わ
る
人
物

が
多

く
、
特

に
異
母
弟
孝
行

は

『
原
中
最
秘
抄
』
『
河
海
抄
」

に
そ

の
説
が
引

用
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

そ
の
三
は
ー

こ
れ
が
最
大

の
理
由

で
あ
る
が
ー

藤
原
孝
道

は
西
流
琵
琶

の
棟
梁

で
あ
り
、
讃
岐
局
自
身
も
琵
琶

・
箏

の
各
手

と
し
て
知

ら

注
58

れ
、
「
箏

に
と
り

て
は
占
今
並
び
な
き
達
者
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、

『光
源
氏
物

語
本
事
』

の

「
琵
琶
伶
人
」
と

の
記
述
と
合
致

す
る

こ
と
で
あ
る
。
孝
道
女
讃

岐
局

の
没
年

は
は

っ
き

り
し
な

い
が
、
長
女

の
み

に
箏

の
灌
頂
を
授

け
、

二

女

・
三
女

は
弟
孝

時

に
託

し

て
い
る
か
ら
、
比
較

的
早

く
な
く
な

っ
た
ら
し

購

父
孝

道

の
没
年
か
ら
、

さ
ほ
ど
遠

く
は
な
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
右

の
安

達
泰
盛
と

の
や
り
と
り
は
、
十
三
世
紀
半

ば
頃

の
こ
と
と
な

ろ
う
。

猶
、
春

日
局

に

つ
い
て
も
、
六
節

で
述

べ
た
土
御
門
通
氏
女

の
ほ
か

に
、
近

衛
道

嗣
周

辺
の
人
物

で
あ
る
可
能
性
も
生

じ
よ
う
。

九

お
わ

り
に

以
上
、
『
原
中
最
秘
抄
』
を
手
が
か
り
と
し

て
、
中
世

(特

に
鎌
倉
時
代

の
)

源
氏
物
語
享
受
史

の

一
面
を
通
観
し

て
み
た
。
『
最
秘
抄
』
に
見
え
る
ほ
ぼ
全

て

の
人
物

の
出
自
を
洗

い
出
し

て
く
る
過
程

で
、
享
受
史

と
深
く
関
わ
る
家
系

・

学
統

・
集
団
を
明
ら
か

に
す
る

こ
と
が

で
き
た
と
思

う
。

最
後

に

『
原
中
最
秘
抄

』

に
見
え
る
諸
家

の
説

が
、
河
内
方

の
四
代

の
、
ど

の
段
陛

で
吸
収

さ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
、

考

え

て
み
た
い
,

『
最
秘
抄
』

の
作

成

・
増
補

過
程

に

つ
い
て
は
、
未
だ
不
透
明
な
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ

る
。源
光
行

(
り0

4

ρO
=

4

1

り乙
)
親
行

(
鵬
頃
「
㎝
頃
)

聖
覚

(
脚
頃
ー

脳
以
降
)
行
阿

1

1

1

屋

60

1

1

(
㎜
頃
i

謝
以
降
)

の
四
人

の
生
没
年
か
ら
、
仮

に
次

の
よ
う
に
区
分
し

て
み

る
。口

光
行
時
代

口
光
行

・
親
行
時
代

四
親
行
時
代

㈲
聖
覚
時
代

六
行
阿
時
代

一
光
行

以
前

～
囎

0

51

12711236i216118

～ ～ ～ ～

131512701235121

316

～

364

(
35
年

間
)

(
20
年

間
)

(
35
年
間
)

(
40
年
間
)

(
49
年
間
)

こ
れ

に
、
『
最
秘
抄
』

に
言
説

の
見

え
る
人
物

の
生
没
年
、
主
た
る
活
躍
時
期
、

『
最
秘
抄
』
本
文

の
記
述
等
を
勘
案

し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
分
類
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

一
永

範
、
在
憲

口
為

長
、
雅
経
、
基
房
、
兼
実
、
顕
昭
、
公
継

、
孝
範
、
師
経
、
実
定
、
俊

成
、
忠
経
、
通
具
、
良
経

口
為
家
、
経
範
、
公
経
、
師
家
、
師
顕
、
式
賢
、
実
賢
、
俊
成

卿
女
、
定
家
、

定
清
、
道
家
、
頼
隆

四
雅
有
、
基
家
、
基
政
、
基
長
、
教
隆
、
兼
平
、
公
世
、
光
氏
、
孝
行
、
資

雅
、
資
季
、
実
経
、
実
氏
、
宗
教
、
定
長
、
能
海
、
茂
範
、
隆
親
、
良
観
、

良
実

㈲
為
世
、
雅
孝
、

後
深
草
院
、
康
能
、
宗
雄
、
定
実
、
冬
平

六
為
藤
、
基
時
、

顕
季
、
道
平
、
良
基

(字
音
順
)

14



右

は
、
極
め

て
大
雑
把
な
分
類

に
す
ぎ
な

い
。
二

つ
の
時
期

に
ま
た
が
り
、

判
別

に
苦

し
む
も

の
も
少
な
く
な

い
。
又
、
河
内
方
四
代
が
、

こ
れ
ら

の
人
物

よ
り
直
接
聞

い
た

の
で
は
な

く
、
第

三
者
を
介

し

て
の
場

合
も

あ
ろ
う
か

ら

ー

例
え
ば
、
藤
原
永
範

の
説
は
、

男
孝

範
を
通
じ

て
光
行

に
伝

え
ら
れ

た
ろ

う
ー

更

に
多
少

の
誤
差
は
生
ず
る
だ
ろ
う
が
、

一
応

の
傾
向

の
よ
う
な
も

の

は
看

取

で
き
よ
う
。

従
来

、
河

内
方

の
本
文
校
訂

・
注
釈
作
業

の
大
半

は
、
親
行

の
代

で
行
わ
れ

た
と
さ
れ

て
き
た
が
、
右

の
分
類

で
も
、
ω
四
を
併
せ

る
と
過
半
数
を
越
え
、

『
原
中
最
秘
抄
』

の
諸
家

の
説

の
偏
在
度
か
ら
も
、
そ

の
こ
と
は
裏
付

け
ら
れ

た
こ
と

に
な

る
。
又
、

一
方

で
、
為
世

・
雅
孝

・
為
藤

・
基
時
ら

の
説
は
、

聖

覚

・
行
阿

の
代

で
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
か
ら
、
聖
覚

以
降

も
、
父
祖
二
代

で
培

っ
た
人
脈

に
頼
り

つ
つ
も
、
新

た
な
説
を
吸
収

し

て
い

っ

た

こ
と
が
窺
え
る
。

.

猶

『
原
中
最
秘
抄
』

に
名

が
見
え

つ

つ
も
、
出
自

そ
の
他
未
詳
と

せ
ざ

る
を

え
な
い
人
物

に
は
、

刑
部
侍
郎
資
憲
朝
臣

(紅
梅
)
、

高
野
住
侶
琳
舜
房
真
算

(
若
紫
)
、

是
心
房

(若
菜
上

)

の
三
名

が
お
り
、
今
後

の
課
題

と
し

た
い
。

注

1

拙
稿

「『
原
中
最
秘
抄
』

の
基
礎
的
考
察

」
(『中
古
文
学
』

37
号
、
昭

61

・
6
)

2

寺
本
直
彦
氏

「源
氏
絵
陳
状
考

(上
)
(下
ご

(『源
氏
物
語
受
容
史
論
考
』
所
収
、
昭

45
)

以
下

、
『源
氏
絵
陳
状
』

に

つ
い
て
の
記
事
は
、
同
書
に
負
う
所
が
大

き
い
。

3

一
条
兼
良

『小
夜

の
寝
覚
』

4

寺
本
直
彦
氏

「天
福
元
年
後
堀
河
院
御
時

の
物
語
絵
」
(注
2
書
)

以
下
、
こ
の
物
語

絵

に
つ
い
て
の
記
述
は
、

同
書
に
負
う
所
が
大

き
い
。

5

今
井
源
衛
先
生

「了
悟

『光
源
氏
物
語
本
事
』
翻
刻
と
解
題
」

(『
源
氏
物
語

の
研
究
』

昭
37
、
昭
56
改
訂
版

)

猶
、
六
節
。
八
節
参
照
。

6

今
西
祐

一
郎
氏

「公
季
と
公
経

閑
院
流
藤
原
氏
と
『源
氏
物
競

」

(『国
語
国
文
』

昭
59

・
6
)

は
、
公
季

・
公
経
と
源
氏
物
語
と

の
関
わ
り
に

つ
い
て
論
じ

て
い
る
。

7

堀
部
正

二
氏

「鎌
倉
末
期

の
古
註
雪
月
抄
逸
文
に

つ
い
て
」

(『中
古

日
本
文
学

の
研

究
』
昭

19
)

伊
井
春
樹
氏

「『長
珊
聞
書
』
と
御
説
」

(『
源
氏
物
語
注
釈
史

の
研
究
』
昭

55
)

8

寺
本
直
彦
氏

「
新
古
今
時
代
歌
壇

と
源
氏
物
語
」

(注
2
書
)

9

『五
代
帝
王
物
語
』

で
は
公
経
を

「
今
出

川
の
入
道
相
国
」
と
呼

ん
で
い
る
。

10

『実
材
卿
母
集
』

に

つ
い
て
は
、
次

の
文
献

に
詳
し
い
。

高
谷

美
恵

子
氏

「実
材
卿
母
集
序
説

源
氏
物

語
と
の
関
係

〈そ

の

一
>
-

-
よ

(『広

島
女

子
大
学
文
学
部
紀
要
』

4
号
、
昭
44

・
3
)

寺
本
直
彦
氏

「『権
中
納
言
実
材
卿
母
集
』

ー

そ
の
物
語
享
受
を
め
ぐ

っ
て

」

(『
源
氏
物
語
受
容
史

論
考

続
篇
』
所
収
、
昭

59
)

11

実
氏

の
歌
人
と
し

て
の
足
跡
は
、
千
葉
覚
氏

「西
園
寺
実
氏
年
譜
」
(『
立
教
大
学
日
本

文
学
』

36
号
、
昭
51

・
7
)

に
詳
し
い
。

12

『続
後
拾
遺
集
』
巻
七
、
物
名
、
五
二
四
。

13

曽
沢
氏

「原
中
最
秘
抄
聖
覚
の
奥
書

に

つ
い
て
」

(『
国
語
と
国
文
学
』

昭
43

・
4
)

14

寺
本
直
彦
氏

「
源
氏
物
語
梗
概
書

の
展
開
」

(注
2
書
)

15

『光
源
氏
物
語
本
事
』

16

寺
本
直
彦
氏

「
書
陵
部
蔵

『源
氏
秘
義
抄
付
載
源
氏
絵
陳
状
追
考
」

(
注

10
書
)

17

北
条
実
時

と
源
親
行

と
の
関
係

に

つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
氏

『曜
酬
螺
源
氏
物
語
開
題
』

(昭
9
)

に
詳

し
い
。

18

雅
有

日
記
に

つ
い
て
は
、
水
川
喜
夫
氏

『飛
鳥
井
雅
有

日
記
全

釈
』

(
昭
60
)
を
参
照

し
た
。

19

谷
山
茂
氏

「為
家
書
札
と
そ
の
妖
艶
幽
玄
体
ー

付
、
越
部
禅
尼
消
息
等
の
伝
本
な

ら
び
に
紫
明
抄
の
こ
と
な
ど
⊥

(谷
山
茂
著
作
集
第
四
巻

『
幽
玄
」
所
収
、
昭
57
)

20

こ
れ
が
、
親
行

の
生
存
を
示
す
最
後

の
資
料

と
も
さ
れ

る
。

21

伊
井
春
樹
氏

「源
氏
物
語
秘
説
の
発
生
と
そ
の
展
開
」

(注
7
書
)

22

『
続
千

載
集
』

巻
八
、
覇
旅
、
八
五

一
・
八
五
二
。

23

『春

の
深
山
路
』
弘
長

一、一年

.
月

二
十

}
.日
、
同
年
九
月

二
卜
九

日
。
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24

伊
井
春
樹

氏

「
院
政
期
源
氏
学
の
諸
相
」

(注

7
書
)

25

伊
井
春
樹
氏

『
松
永
本
花
鳥
余
情
』
解

説
、

参
照
。

26

寺
本
氏
注

10
書
に
、

翻
刻
と
詳
細

な
考
察

が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

27

寺
本

氏

「六
条

家
と
源
氏
物

語
臨

(注
2
書
〉

28

字
体

の
上

で
は
、
顕
香

の
可
能
性

が
最
も
強

か
ろ
う
。

29

『占
今
著
聞
集
』
巻
五
-

二
〇

.一話
。

30

注

1
拙
稿
。

31

『源
氏
物
語
大
成
』
研
究
篇
、
第
二
部
第
三
章
。
(昭

31
)

32

拙
稿

「
『原
中
最
秘
抄
』

の
完
本
と
略
本
」

(『
文
芸
と
思
想
』

51
号
、

昭
62

・
2
)

33

源
氏
表
白

に

つ
い
て
は
、

後
藤
丹
治
氏

「源
氏
表
白
考
」

(「
中
世
国
文
学

研
究
』

所

収
、

昭
18
)

に
詳

し
い
。

34

こ
の
文
献
を
、
池
田
亀
鑑
氏
は
古
系
図
と
、
伊
井
春
樹
氏

は
、
書
陵
部
蔵

『
源
氏
物

語

注
釈
』
所
収
古
注
逸
文

と
関
係
あ
り
、
と

さ
れ

る
。

(注

7
書
、
注

31
書
)

35

『
春

の
深
山
路
』
に
登
場
す

る
、
花
山
院
忠
経
曽
孫
従

二
位
参
議
定
長
も
、
同
様

の
理

由

で
不
適

で
あ

る
。

36

東
山
御
文
庫
本

・
吉
川
家
本
等
奥
書
、
参
照
。

37

東
山
御
文
庫
本

・
吉
川
家
本
等
奥
書
、
『
河
海
抄
』
料
簡
な
ど

に
見

え
る
。
但
し
、
従

一
位
麗
子
本

の
方

は
、
河
内
本
奥
書

に
は
見
え
な

い
。

38

品
川
和
子
氏

「源
通
親

に

つ
い
て
」

(『
学
苑
』
昭
47

・
6
)

桑
原
博
史
氏

「源
通
親
伝
素
描
〕
(『触
蝉
舗
騨
中
古
文
学
論
考
』

昭
47
)
他
。

39

久
保
田
淳
氏

「
源
通
親

の
文
学
」
(『
文
学
』

昭
53

・
2
)

40

寺
本
直
彦
氏

「
俊
成
卿
女
と
源
氏
物
語
」

(注

2
書
)

森
本
元
子
氏

『
俊
成
卿

女

の
研
究
』

(昭
51
)

41

注
31
書
に
詳
し

い
分
析

が
あ
る
。

42

『原
中
最
秘
抄
』

は
、
貞
治
三
年

に
二
条
良
基

に
伝
授
さ
れ

て
い
る
。

43

注

5
論
文
参

照
。

44

山
崎
誠
氏

「菅
大
府
卿
為
長
伝
小
考
」

(『国
語
国
文
』
昭

54

・
7
)

45

注

17
書
。

46

中
川
薄
夫
氏

「後
藤
基
綱

。
基
政
父
子

(
「
)
(一
言)」
(『芸
文
研
究
」
48

・
49
)
に
詳

し

い
。

47

『楽
所
補
任
』

48

久
保
田
淳
氏

『
藤
原
家
隆
集
と

そ
の
研
究
』

(昭

43
)

49

中
原
有
安
氏
に

つ
い
て
は
、

簗
瀬

一
雄

「中
原
有
安
覚
書
」

(簗
瀬

一
雄
著

作
集

二

『
鴨
長
明
研
究
』
所
収
、
昭

55
)
が
至
便
。

50

岩
佐
美

代
子
氏

「翻
刻
頭
注

『文
机
談
』」
二

(『鶴
見
大
学
紀
要
』
21
号
、
昭
59

・
2
)

51

狛
氏

に
は
、
始
祖
光
孝
以
来
、
光
季

・
光
時

・
光
近
等
、
「光
」
の
字
を
有
す

る
者

が

多

い
。

52

藤

原
孝
道

に

つ
い
て
は
、
石
田
百
合

子
氏

「藤
原
孝

道
略
伝
」
(上
智
大
学

『国
文
学

論
集
』

15
号
、
昭

57

・
1
)

に
詳
し

い
。

53

山
脇
毅
氏

「水
原
抄
紫
明
抄

の
撰
者
」

(『源
氏
物
語

の
文
献

学
的
研
究
』

昭
19
、

所

収
)

山
岸
徳
平
氏

「源
氏
物
語
研
究

の
初
期
」

(『山
岸
徳
平
著
作
集
皿

『物
語
随
筆
文
学
研

究
』
所
収
、
昭

47
)

54

但
し
、
『最
秘
抄
』
『河
海
抄
」
の
孝
行
を
藤
原
孝
行
と
し
た
上

で
、
『光
源
氏
物
語
本

事
』
な
ど
の
新
資
料
も
加
味

し
て
、
源
孝
行

11
素
寂
説
を
取

る
立
場
も
あ
る
。
(稲
賀
敬

二
氏

『源
氏
物
語

の
研
究
ー
成
立
と
伝
流
ー
』

な
ど
)

55

岩
佐
氏

「音
楽
史

の
中

の
京
極
派
歌
人
達
ー

琵
琶
・箏
伝
授
系
譜
に
よ
る
考
察
-
ー
「
」
(『
和

歌
文
学
研
究
』
37
号
、
昭
52

・
9
)

な
ど
。

56

注
5
論
文

の
解
釈

に
よ
る
。

57

福
田
氏

『中
世
和
歌

史
の
研
究
』

(昭
47
)

一
三
九
頁
。

58

『文
机
談
』
巻
三

59

注
58
書
、

注
55
論
文

。

60

光
行
以
下

の
生

没
年

の
推
定

に

つ
い
て
は
、

池
田
利
夫
氏

『
河
内
本
源
氏
物
語
成
立

年
譜
考
ー

源
光
行
一統
年
譜
を
中
心
に
ー

』

(昭

55
)

に
従

っ
た
。

口付
記
]

本
稿
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
金

(奨
励
研
究
A
)
に
よ
る
研
究

成
果
の

一
部
で
あ
る
。

「16一


